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第４学年  図画工作科授業実践事例 
 

1．活動の指針（活動を通して育てたい力） 

 a－造形表現活動の楽しさ 

    手や体全体の感覚などもてる力を働かせ、思いのままに選ぶ、試す、表すなど、その過程を楽しむとともに 

自分なりの表し方を見つけ、新たなよさや美しさ、おもしろさなどを味わうことを大切にしていく。 

 

2．題材名   「つつんで つつんで・・・」～教室を変身させよう～－４時間扱い－（造形遊び） 

 

3．活動の指針と題材のかかわり 

  中学年の子どもたちは、低学年で一人一人の思いを実現させる造形遊びを経験してきている。例えば、新聞紙な

どをもとにした活動では、それを丸めたり、丸めた物を並べたり、つないだり、積み重ねたりする活動などがある。 

 それらの経験を生かして、中学年では、友達どうしで発想を刺激しあったり、共通の目標に向かって協力したりし

ながら活動を豊かにしていきたい。 

本題材では、多くの子どもたちが触れた経験のある新聞紙を使った造形遊びを行う。低学年の新聞紙そのものに

はたらきかける造形遊びに加えて、今回は教室などの大きな空間にはたらきかける活動を行う。新聞紙で教室とい

う身近な空間を包んで変身させ、その雰囲気の変化を楽しんでほしいと考え、本題材を設定した。 

教室にある机や椅子を包むのは、個の活動であるが、床やロッカー、黒板などの広い場所を包みこむには協力が

必要であり、集団の活動へと発展していく。最後に、みんなで教室という身近な空間の雰囲気を変身させたという

達成感を味わってほしい。多くの子どもにとって、空間を全く違う雰囲気に変身させるという経験はないと思われ

る。造形遊びをして教室が変身した後には、いつもと同じように席につき、みんなでその雰囲気を楽しみたい。 

  なお、今回は子どもが多くの時間を過ごす場所ということで教室を選んでいるが、体育館やその他の特別教室で

の活動も考えられる。体育館で行う場合には、跳び箱やボールかご、フラフープなど形ある物も準備しておきたい。 

 

  

 

 

 

 

４．テーマにせまるための具体的な手立て 

（１）視点１「思いをふくらませる」 

○新聞紙は軽く、扱いやすい素材である。破れたら補修することもできる。また、手を切る心配がないので子ども 

たちは安心して活動できる。新聞紙を集めることを呼びかける際には、活動の内容を知らせずに、子どもたちの 

「何だろう。」「何をするんだろう。」という期待をふくらませたい。 

○「教室を変身させよう。」という投げかけで、やってみたいという思いをふくらませたい。また、最初は単調な

活動になると考えられるが、活動が進んで教室という空間の雰囲気が変わり始めると、「もっと変身させたい。」

という思いがふくらむと考えられる。意外性のある物を包んでいる子どもを取り上げながら、子どもどうしがお

互いにかかわりあい、楽しみながら活動ができるようにしたい。 

○最初から「包んでよい物」を指定するのではなく、子どもが包んでみたいと思う物を自由に包めるようにする。

そのために、ユニークな形の物などをある程度目につく場所に置いておくようにする。 

 ○包む前と包んだ後に教室で子どもが着席している写真を撮り、変化を楽しめるようにする。 

（２）視点２「思いをかたちにする」 

 ○机や椅子という、身近ではあるがユニークな形の物を包む際には、ただ新聞紙で「覆う」だけでなく、パーツご

とに「包んみこんで」いくことが必要になる。また、物の形を生かしながら包むと、包む前との雰囲気の違いが

味わえるので、新聞紙の形を変えながら、どのようにして包んだらよいかを示し、支援していきたい。 

○床や黒板といった広い場所を包んでいくためには協力が必要である。そのような場所を包みたいという声が上が

った時には、協力を促していく。 

〔共通事項〕 

ア 自分の感覚や活動を通して、形や色、組み合わせなどの感じをとらえること。 

イ 形や色などの感じを基に、自分のイメージをもつこと。 
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 ○床に新聞紙をしくと、歩く際に破けてしまい、がっかりする子どもが出ると思われる。その際には、テープです

ぐに修理できることを伝え、「かたちにしよう。」という思いをつぶさないようにする。 

５．題材のねらい 

 ○教室や教室にある物の形を生かしながら新聞紙で包んで、日頃慣れ親しんでいる空間の雰囲気を変える造形活 

動を楽しむ。 

６．題材の評価規準（重観点‥◎） 

７．準備 

  ≪子ども≫ 新聞紙できるだけ（事前に呼びかけ、たくさん集める）、セロファンテープ 

 ≪教 師≫ 新聞紙予備、セロファンテープ、包んだらおもしろい形の物 

８．指導と評価計画（４時間扱い） 

時間 ○活動内容 

☆★予想される子どもの姿 

◆教師の働きかけ 

 

 

 

 

 

 

 

一 

次 

 

120 

分 

～教室での日常を写真に撮っておく～ 

 

 

 

 

 

○空間を変身させたことがあるかどうか話し合う。 

 ☆「幼稚園の時にやったことがある。」 

 ☆「場所の雰囲気を変えることってないよね。」 

○新聞紙で教室や、教室にある物を包み、空間を変身さ

せることを知る。 

 

 

○教室や教室にある物を新聞紙で包む。 

①・Aグループ（前半分の列）は、机を廊下に出し、 

教室の前を包んでいく。 

【包める物、場所】 

床、黒板、黒板消し、教師用の机、窓、 

教室戸棚、オルガン、耐震工事の柱など 

・Bグループ（後ろ半分の列）は、机・椅子を包む。 

②・Bグループ（前半分の列）は、机を廊下に出し、 

教室の後ろを包んでいく。 

【包める物、場所】 

      床、ロッカー、掃除ロッカー、本棚、 

ボール、ほうき、耐震工事の柱、窓など 

・Aグループ（前半分の列）は、机・椅子を包む。 

◆造形活動後の写真と比べる際に用いる。 

◆事前に新聞紙を集めて教室に持ってくるよう伝

える。その際、活動の内容は知らせず、活動へ

の期待が高まるように心がける。 

◆大量の新聞紙を持ってくる際には、何日かに分

けて、安全に気をつけるよう伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

◆活動を追って写真を撮っておく。 

◆ただ「覆う」のではなく、形を生かしながら 

「包む」活動であることを押さえる。 

 

◆包む物を指定するのではなく、子どもが包んで

みたいと思う物を包めるようにする。 

◆形を生かして包むために新聞紙を裂きたい子が

でてきたら、それも認める。 

◆セロファンテープでぐるぐるまきにする接着方

法ではなく、しっかりと包むことで、最低限の

テープで接着できる方法を示す。 

◆おもしろい包み方をしている子を取り上げた

り、お互いに紹介したりできる雰囲気をつくる。 

 造形への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

評

価

規

準 

◎包むことで、いつも見て

いる教室や教室にある物

の雰囲気が変わっていく

ことを感じ、形を生かしな

がら包む活動を進んで楽

しもうとする。 

○形を生かしながら包むた

めにはどのようにしたらよ

いか考えながら、造形活動を

試みることができる。 

○場所や空間を生かしなが

ら、包んだものをどのように

組み合わせたらよいか考え

ることができる。 

○自分が包んでみたい空

間や物を見つけ、形を生か

しながら包むことができ

る。 

○包むことで雰囲気の変

わった教室を見て、空間が

変わる不思議さ、楽しさを

感じることができる。 

【評価規準】・・・評価方法 

新聞紙でつつんで・・・つつんで・・・教室を変身させよう。 
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☆包みたい物や場所を見つけ、形を生かしながら新聞紙

で包んでいる。 

・「机の脚を包むときは、細くちぎってから巻いていく

とうまく包めるよ。」 

・「椅子が包み終わったから、座ってみよう。なんだか

あったかいなぁ。」 

・「床を包むときは、すきまなく包んでいくときれいに

包めるね。」 

・「黒板も包んでみよう。」 

・「黒板消しも包んで、消すまねをしてみよう。」 

・「机の上にある国語辞典も包みたいな。」 

・「ペンは包んだら、落書きしても大丈夫だね。」 

・「ほうきを包んでみよう。」 

・「トイレットペーパーは、穴があいているから、包む

とおもしろいね。」 

・「包んでみると、包む前とぜんぜん違うなぁ。」 

・「（包んだ物を見せながら）これ何だと思う。」 

・「広い場所や大きい物を包むときは、協力が必要だね。」 

・「自分も変身したくなってきたぞ。包んじゃえ！」 

・「包むとなんだか暖かくなってきた気がする。」 

★形を生かしながらうまく包めない。 

・「包めるけど、形が出てこないな。」 

・「思っていたよりも難しいな。」 

★机や椅子を包むのに時間がかかってしまう。 

 

★活動の途中で、新聞がやぶれてしまう。 

・「みんなが歩いたところがどんどん破れていって、や

ってもやってもきりがないよ。」 

 

☆物を並べたり組み合わせたりして楽しんでいる。 

・「トイレットペーパーに棒を通すと魔法使いのステッ

キみたいだよ。新聞紙のマントをつけたら、本当の魔

法使いみたい。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆プレゼントのラッピングを想像しながら包むよ

う伝え、一緒にやってみる。 

◆互いに協力できるように声をかけたり、教師も

一緒に包み楽しく活動できるようにする。 

 

◆上から新聞紙をかぶせたり、つなぎ合わせたり

してすぐに修理できることを伝えるとともに、

歩く時はそっと歩くとよいことを伝える。 

 ハプニングも楽しめるように声をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

二

次 

 

25

分 

 

 

 

 

○雰囲気の変わった教室で勉強する。 

☆変わった教室の雰囲気を楽しんでいる。 

・「最初とぜんぜん違うね。」 

・「このまま給食を食べたいなぁ。」 

★雰囲気がかわったことに、あまり関心を示さない。 

 

○ふりかえりカードに活動の感想を書き、発表する。 

☆空間の雰囲気を変えることの楽しさ、不思議さを味わ

っている。 

・「形があるからこそ、包むのがおもしろかったです。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆いつも勉強している教室と比べてどのようにイ

メージが変わったか聞くようにする。 

  

 

 

 

変身した教室で勉強をしてみよう。 

【関】【発】【技】・・・活動の様子、表情、 

つぶやき、写真など 
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・「最初は慣れなかったけれど、だんだんおもしろくな

てきました。」 

・「途中で大変だと思ったけれど、楽しかったです。」 

・「みんなで協力して包めました。」 

・「教室の様子が変わっておもしろかったので、ずっと 

このままでいたいです。」 

 

(○他のクラスの友達を変身した教室に招待する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三

次 

 

35

分 

 

 

 

○片付けをする。 

 

 

 

◆片付けも楽しくなるように投げかけを工夫す

る。 

◆片付けの仕方を伝える。 

 ・大きな新聞紙は、ビリビリやぶかずにおりた

たむ。→古紙回収し、再利用できる。 

   ※セロファンテープをはがして。 

 ・とても小さい新聞紙はごみ箱へ。 

◆教室がもとの状態に戻ったら、新聞紙で包んで 

いた時と比べて雰囲気はどうか子どもに聞く。 

 

 

変身した教室をもとの姿に戻そう。 

【鑑】】・・・活動の様子、表情、ふりかえ 

りカード、発言、写真など 


